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1990年以降の家計貯蓄行動におけるライフステージの特徴


































































































































～29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳～
世帯主の年齢階級
資料)図 1と同じ｡
表 1 貯蓄動機の変化 〔複数回答-･3項目以内〕(全国 ･勤労者世帯) (単位 :%)
ラ イ フ サ イ ク ル .目 的 予備的動機 遺産動機
こどもの教育費 こどもの結婚資金 土地 .逮物購入などの資金 老後の生活費 耐久消費財の購入資金 レジャー資金 納税資金 病気 .莱害の備え とくに目的はないが貯蓄していれば安心 遺産として子孫に残す
1990年 20歳代 49.1 7ー3 28.2 16.4 24.5 17.3 0.9 72.7 38.2 -
30歳代 67.4 6.3 29.2 26.3 20ー5 12.1 2.4 69ー1 28.4 -
4 61 16.7 09 447 139 68 42 1 226
50歳代 22.5 29.8 13.5 67.0 6.4 5.5 5.4 77.0 22.6 -
60歳代 8.0 15.4 10.4 73ー5 7ー9 9.5 9.5 80.8 27.8 -
1995年 20歳代 46.9 7.0 27.3 13.3 25.8 28.1 2.3 54.7 36.7 1.6
30歳代 64.0 5.2 33.5 22.7 20.6 16.9 2.4 66.0 27.1 1.4
4 603 142 1ー7 4 0 100 97 42 703 232 4
50歳代 19.4 27.5 18.6 65.7 6.7 9.2 3.1 71.5 22.4 2.7
60歳代 5.9 10_9 ll.6 72.2 6.4 13.3 6ー5 75.8 25.0 6.5
2000年 20歳代 57.0 5.8 43.0 12.8 30.2 25.6 1.2 36.0 39.5 0 . 0
30歳代 63.3 4.9 30.4 20.4 21.0 21ー6 4.1 51.8 30.2 0.8
4 64_7 9 202 400 160 ll7 38 625 24 1
50歳代 24.7 22.5 16.6 66.7 10.6 ll.8 4.7 69.2 25ー4 1ー8
60歳代 3.3 9.9 12.8 75.7 6.1 15.5 7.0 77_2 26.3 5.3
2003年 20歳代 62.3 5.2 40.3 16.9 18.2 26ー0 1.3 54.5 35.1 1.3
30歳代 64.9 5.2 31_6 20.4 17.8 20.4 4.4 57.8 29.7 0.5
4 80 7ー1 185 446 53 106 4_5 6 4 239 7
50歳代 24.5 17.6 16.2 70.9 9.8 8.9 4ー7 74.5 21.8 3.5
資料)金融広報中央委員会 『家計の金融資産に関する世論調査』(各年版)より作成｡
注)資料には,70歳以上のデータも掲載されている｡









































































2 ｢貯蓄動向調査｣は2002年 1月から ｢家計調査｣に統合された｡そのため,2001年末の貯蓄現在高および
負債現在高のデータは,2002年 1月 1日現在の数値である｡また,2003年以降のデータは,年末の数値で
はなく,四半期ごとの調査結果の平均値である｡
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表 2 貯蓄関数の推計結果
課 モデル Ⅰ モデルⅠⅠ モデルlⅠ1 モデルⅣSY SY SFY SPY
定数項 **0.5233 ■◆0.5839 ●■0.4680 ■■0.4590
(9.4784) (16.8428) (7.5030) (9.2346)
Y **-0.8822 **-1.0332 **-0.8506 **-0.7907
仁5.0219) 仁8.7995) (-4.2861) 仁4.6975)
D.Y **-0.8455 -0.0255 -0.3255 **-0,2105
仁2.9235) 仁0.4768) 仁0.9962) 仁2.7442)
D2Y -0.3452 ■■-0.3595 -0.1356 **-0.5390
(-1.0978) (-4.6183) (-0.3817) (-4.8302)
D3Y *-0.8621 -0.2987 -0.5311 -0.4196
仁2.3079) (-1.0448) (-1.2588) 仁1.0239)
D4Y ■-0.6783 ■◆-0.6473 ■■-0.8753 **-0.9814
仁2.4072) 仁3.0096) 仁2.7500) (-3.1829)
YUP -0.0002 0.0013 0.0020 0.0030
仁0.1487) (1.0323) (1.1637) (1.6742)
DIYUP -0.0063 0.0016 -0.0055 -0.0028
仁1.9000) (0.5327) 仁1.4799) 仁0.6279)
D2YUP -0.0044 -0.0017 ■-0.0063 -0.0037
仁1.5934) 仁0.7511) (-2.0453) 仁1.1553)
D3YUP 0.0013 -0.0014 -0.0017 -0.0023
(0.5451) 仁0.8114) (-0.6073) 仁0.9203)
D4YUP 0.0036 0.0012- 0.0036 0.0029
(1.5502) (0.6593) (1.4109) (1.1264)
WS -0.0006( 13) -0.0042( 857)
DIWS ●0.1547(23883) 0.0198( 2705)
D2WS -0.0107仁 19 ) -0.0694仁1 961)
D3WS 0.0426(_7783) -0.0054仁 878)
D4WS 0.0233( 551) 0.0424( 852)
WNS **-0.0519(28364) -0.0336ト12827)
DIWNS -0.0344仁13617) -0.0021仁 586)
D2WNS -0.0176仁 7452) -0ー0119仁 .3522)








































効果が目立った｡高齢になっても,貯蓄意欲が高 く,ス トックを取 り崩そうとしないこと
が明らかになった｡
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